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M1 山﨑一平さん 組織的な学校運営への参画－ボトムアップの意識改革－ 
 
学校経営計画における記述の一貫性・全体共有の仕組み・取組との紐づ

け・立案検証時期の見直しと、それに連動させたマネジメントカレンダー
を作成することで、三部会が学校経営計画を意識した組織的な取組が実践
でき、先生方の学校運営への参画意識も向上させることができました。 

第 10回 土佐の皿鉢ゼミ開催   
（対面とオンラインによるハイブリッド方式で開催） 

教職実践高度化専攻（教職大学院）院生の実践研究発表「第10回土佐の皿鉢ゼミ」が、2023年2月11日（土）に、対面

とオンライン（Web 会議システム Zoom による同期型オンライン）によるハイブリッド方式で開催され、101 名（対面 26

名、オンライン75名）が参加されました。開会では中野俊幸専攻長より、閉会では藤中雄輔附属学校教育研究センター長か

ら、「皿鉢ゼミ」が、高知県の教育課題解決に対する共同研究の場であること、またそれぞれの院生の研究が「土佐の皿鉢料

理」のように多様な視点からクリティカルで建設的な研究討議に展開していくことへの期待について述べられました。また

参加して下さった方々からも、本専攻で学ぶ院生の研究に対する様々な期待が多く寄せられました。ここでは、発表した院生

から、それぞれの研究課題における成果と今後の課題について語ってもらいました。 

                                                                             

【学校運営コース】  

M2  能勢朋典さん 業務改善と併せた組織における目標共有方策の形成－自律する学校組織の構築－ 

     
M2 横山美佑紀さん 教師の力量を高めるための小学校組織の在り方－効果的なメンター制の在り方を中心として－ 

 

 

 

【学校マネジメントコース】 

M1 近藤史恵さん 地域連携を活かした学校運営－地域に開かれた信頼される学校づくりの実現（学校運営協議会）－ 

 

M1 濵田幸伸さん 「令和の日本型学校教育」を実現するための「チームとしての学校」の在り方について 

－働き方改革を視野に入れた業務改善とミドル・リーダーの役割－ 

                                 

M1 松木 啓さん 自己指導能力を育むための校内支援体制の構築－セルフ・コンパッションに着目して－ 

 

                                     

 

 

 

 

目標共有には、校長と教員間、教員間での立体的な相互理解と定期的な場の設定、
運営組織などでの実践と目標との関係の視覚化・具体化が必要であり、そのために目
標と活動の関係の検討・実施を促す仕組みが必要であることが確認されました。また、
目標共有方策は、ICT活用により負担を増やさず実装できることも確認されました。 
 

これまでの研究で現学校運営協議会の課題を明確にしました。今後、地教委の協
力のもとに、学校・学校運営協議会委員・地域が互いに意思形成できる場となるよ
う、学校運営協議会の位置づけの整理や役割強化のための手立てを提案し実証研
究を進めます。 
 

A 校で業務改善の機会として「会議」に焦点化し「生徒と向き合う時間の
確保」、「目的の共有」について研究を進めました。成果として「会議時間の
短縮」や「会議内容を効率よく共有する手立ての工夫」等、残る課題として
「ミドル・リーダーのチーム運営における役割の共有」等を報告しました。 
 

セルフ・コンパッションの構成要素の１つであるマインドフルネスに着目し
た介入プログラム、「マインドフルネス瞑想」を実施しました。主観的健康感
及びセルフ・コンパッションの向上が確認されたことから、マインドフルネス
瞑想を含めた今後の取組を推奨したいと考えています。 
 

 若年教員をメンター長とした実践を通して、メンターが抱える不安や負担
を軽減しながら、若年教員のメンター長であってもメンターチームを運営す
る在り方を検討・実施しました。今後も、教師の力量を高めるためにメンタ
ー制の運用による学校組織の活性化について検証していきます。 
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【教育実践コース】 

M2 北沢佳祐さん メタ認知能力を高めるための教師の発問及び教材研究 

        
M2 鈴江暢朗さん 数学的な見方・考え方を育成する本質的学習場の構成について 

 
M2中越和奈さん 既習の文法を使い、自分の考えを英語で書く言語活動の研究 

                    
M2 畠中憲太さん 不登校を未然に防止する学級づくり 

 
M2 松山起也さん 主体的・対話的で深い学びにつながる学級づくり 

－学級の心理的安全性を高める授業の在り方とは－    

 
M2 水口 蕗さん 複式学級におけるICTを活用した授業の研究 

 
M2 宮﨑奈苗さん 考え議論する道徳を目指した協働的な授業研究 

   

【授業実践コース】 

M1 池川潤也さん 高校理科における主体的・対話的で深い学びを実現する授業モデルの開発 

 

M1 佐藤 晃さん メタ認知を育てる理科学習指導法の研究     

                 

子どもや教師のメタ認知能力に働きかける方法に関係するものとして、省察
について実践をもとに考察を行いました。２年間の結果として、他者と比較し
てのより良くなるための改善のためのメタ認知能力への働きかけや省察には、
学びの共同体としての他者の存在が不可欠だと結論付けました。 
 

ドイツの数学教育学者Wittmannの本質的学習場を構成し、生徒に価値ある
数学的活動を提供することは生徒の数学的な見方・考え方の育成に有用でし
た。また、本質的学習場の構成について探究することは教師自身の数学的な見
方・考え方を鍛え、授業改善を促すものでした。 
 

作成したポートフォリオの使用は、既習文法の振り返りや英語学習の役に
立ち、生徒の英作文の量と質を向上させ、文構造の理解を促すことにつなが
りました。特に、文構造理解については、中学校初期段階での指導を望む生徒
が多く、中高連携を進めていく必要があることが分かりました。 
 

２年間不登校の未然防止をテーマに研究を進めてきました。その中で、生徒
への肯定的評価を意識することが授業時の学級雰囲気の向上に効果的であり、
不登校リスクを抱える生徒への支援にも繋がることが示されました。今後も不
登校問題の解決に向けて日々研究を進めていきたいです。 

授業観察・分析により、心理的安全性が高まる授業の特徴や開発した授業
観察シートの活用方法について検討しました。その結果、心理的安全性を高
めるためには「肯定的価値付け」等の働きかけが重要であることや、効果的
なシートの活用方法とそのメリット等を見出すことができました。 
 

２年間の授業実践研究を通して、複式学級や小規模学級の課題を解消し、そ
のよさを活かした協働的探究学習を実現する ICT のコミュニケーションツー
ルや思考ツールとしての効果的な活用事例を提供することができました。 
今後も授業実践を通して、ICTの効果的な活用について研究していきます。 

 

授業研究方法の一つである道徳科チームミーティングを実践・検証した結
果、同僚と双方向に意見交流をしながら協働的に省察活動を行う過程には、経
験学習の理想的なプロセスであるALACTモデルが存在し、多忙な中でも短時間
で道徳における授業力と同僚性を高められることが示唆されました。 
 

本研究における授業実践を通して、生徒の学びが深まっていることを見取る方
法を考えてきました。授業実践で得られた生徒の記述分析・協調学習(学び合い)
の際の発話プロトコル分析から授業前後で生徒に概念変化が引き起こされてい
ると考えられ授業モデルに一定の有用性があることが示唆されました。 
 
 
 
 本研究では、PDCA サイクルに基づいて２つのステップにより「見通し」と「振

り返り」を取り入れ、メタ認知を促進する授業案を開発します。成果として、各授業
検討会での意見を取り入れた指導案を作成できました。来年度は、学習指導要領だけ
でなく生徒の意見なども反映し、より理論的な指導案を考案していきます。 
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M1 杉本 瞳さん 国語科における学びの自覚を促す「対話」的活動の研究 

  
M1 中谷憲二さん 道徳的実践力を育む道徳授業の在り方の研究－共感力の育成に焦点を当てて－  

   
 M1 柳花一輝さん 生徒のエンゲージメントを高める国語科授業の在り方について 

 
M1  吉本果矢さん 思考ツールとしてICT活用した算数科授業の研究 

                    

【特別支援教育コース】 

M2 大島励仁さん 高等学校におけるSSTの実践的研究 

 

M2 楠瀬陽子さん LD-SKAIPによるアセスメントに基づいた読み書きが苦手な児童の支援        

                    

M2 古味 梢さん 特別な支援が必要な生徒に対するチーム支援 

 

M2  廣瀬 空さん 小学校における個の学びを保障する学習指導 

                   

M1 柏木 妙さん 社会参加を見据えた自己理解と進路指導 

 

今年度は、実践から仮説を立て、各タイプに応じた介入方法を検討しました。「対
話」を活性化させ、深い学びにつなげるためには、「他者性」を確保することや「個」
に還すこと、単元を貫く「問い」の設定などが重要であると考えられました。次年度
も授業実践を通し、言葉への自覚を高める手立てを検証していきます。 
 
 

アイゼンバーグの向社会性理論をもとにして、道徳科の授業の中に視点取得
の場面と考え議論する場面を設定して共感力の育成を促す道徳授業を実践し
ました。役割演技を通して共感力を育成しながら道徳的判断力を高めることに
より向社会的行動をとろうとする意識が喚起されることが示唆されました。 

ま 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

国語科授業における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、エンゲー 
ジメントという概念に着目し、研究を進めています。1年次後期では、生徒の感
情的エンゲージメントを高める授業モデルを作成し、有効性を確認することが
できました。今後はその授業モデルに基づき、実践検討を進めていきます。 
 

タブレットのカメラ機能を用いて、図形の性質を探究する活動を取り入れま
した。ICTを思考ツールとして活用した問題解決の授業が実現でき、ICTと具
体物の併用は効果的であることが分かりました。２年次では、１年次での実践
をブラッシュアップするとともに、新たな授業デザインを開発していきます。 
 
 

 高校生が授業内の困り場面で上手に対処できるように、機能的行動分析
と認知行動療法を組み合わせた社会的スキル訓練を行いました。生徒の心
理的変化を自覚的に捉えさせ、自己選択によって行動を促す指導を実践
し、授業場面で機能する自発的な援助要請行動の獲得につなげました。 
 

スクリーニングの結果見出された読み書きにつまずきのある児童に LD-

SKAIPを実施し、その結果に基づいた指導を行いました。児童の文字習得が

進み、各児童の学びやすい学習方法が見つかったことから、LD-SKAIPは支援

法を検討するためのアセスメントツールとして有効であると考えられます。 
 

生徒の教育的ニーズを把握し、教職員におけるチーム支援体制を校内体制
として整備構築する方法を明らかにすることを目的としました。支援のPDCA
サイクルにおける check 機能を属人化しないシステムとして構築していく
ことによって教職員による支援の質が向上していくと考察しました。 

小学校における個の学びを保障する算数科授業実践の具体的内容につい
て段階的支援や授業UDの視点を念頭に検討しました。結果として、2ndステ
ージ支援対象児の実態を中心とした授業づくりは、全ての子どもが「わかる」
「できる」授業の具体化につながることが示唆されました。 
 

多様な教育的ニーズがある生徒の社会参加に向けインターンシップ経験、同
年代の他者との関わり、支援者による自己理解の促しの３つの過程を学校生活
に設定しSSTやソフトスキルチェック等を行った結果、自己理解の進むきっか
けは個々に違い、進路選択における個への指導の重要性が示唆されました。 

動への肯定的な評価、ふり返りを行うことで本人の積極的なす。 
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M1 高野 彩さん 困り感のある児童の支援体制づくり 

 
M1 西脇 高峰さん 小学校低学年の国語教育における支援の検討 

                   
 

M1 渡邉莉都さん 生きる力につながる知的障害教育における教科指導の在り方について 

 
 

【各コース別・テーマ別協議内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自閉症・情緒障害特別支援学級（以下情緒学級）の児童が交流学級で共に学
べるようにするため、交流学級の受け入れ体制づくり、情緒学級の自立活動の
充実の視点から実践研究後、効果を検証しました。1 学級を対象とした実践か
ら、来年度は学校全体の体制づくりを念頭に介入方法を検討したいです。 
 
 

日本語指導を念頭にMIM-PMによる児童の実態把握を行い、MIM指導や身体活
動、ICT を活用したエクササイズを低学年の国語教育に活用しました。その結
果、これらの支援は児童の学習に対する意欲向上につながりましたが、今後も
継続的なMIM指導を中心とした支援の必要性が示唆されました。 
 

県立知的障害特別支援学校における教科指導の現状・課題の抽出と単元計画
シートを活用した授業づくりへの参画を行いました。ツールを活用しながら、
各教科等を学ぶ意義や各教科の「見方・考え方」についての理解を促し、効果
的な授業づくりのできるシステムを検証していきます。 
 

新型コロナ感染症から季節性インフルエンザへの流行に

替わり心配される頃でしたが、ハイブリッド形式での発表

に、院生は各会場で直接多くの示唆を得られました。個々の

院生の研究が積み重なり、高知県の教育課題解決につなが

る方向に大きく前進していることが確認されました。 

次回の「第11回土佐の皿鉢ゼミ」は、2023年8月17日

（木）開催予定です。 
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【特別支援教育コース】「『自立活動』の視点をもった連携の在り方」として、全ての教員の自立活動の理解推進や特別支
援学級・通級と通常の学級の連携について協議をしました。その中では、個別の指導計画の作成時から情報を共有した
り、通常学級でできる支援の伝達など日常的な情報共有の場を確実に持つことが必要であるという意見が出されました。
さらに、自立活動の視点の必要性を管理職から発信し、特別支援学級担任、通級指導担当教員、特別支援教育コーディネ
ーター、通常の学級担任等が担う、それぞれの役割を明らかにし、全教員の意識を高めていける組織的な取組（校内支援
体制づくり）の必要性も示唆されました。まとめとして自立活動の理解を促していくためには、自立活動を「苦手を減ら
す指導、得意を増やす指導」と捉え、子どもの「状態」の背景にある「理由」を考えていく、そして、それを一緒に考え
ることのできる同士、仲間を少しずつ増やしていくことが大切であるということを確認しました。 
 
 

【学校運営/学校マネジメントコース】「いかにチーム学校を創るのか」を協議の柱として、学校教育目標の位置づけや
共有の在り方について、院生６名の研究を踏まえて意見交流を行いました。院生の発表において共通していたことは、
個々の教員の当事者性、ベクトルを合わせて協働することができる組織についてでした。その後、フロアやオンライン
参加者からの質問や、現場での事例紹介がなされました。抽象度が高いと自分事に引き付けられないので、少しチャン
クダウンして、学級レベル、仕事レベルにまで砕いて共有していく重要性や、個々の教員にとって必然性のあるものに
することが大切ではないかといった意見が出され有意義な協議となりました。組織力を上げないと教育効果は上がりま
せん。抽象度の高い学校教育目標をいかに具体の子どもの姿へと言語化していくのかという視点、またその目標が学校
教育の日常に必要不可欠なものとなり、教職員を巻き込んでいくことのできる学校組織体制の再構築を進めていくとい
う、「自律性」と「組織性」両面を向上させるアプローチの必要性について話し合われました。 
 
【教育/授業実践コース】（教育/授業実践コース①）「学習意欲を高める授業づくり」について協議をしました。具体的
な手立てとして「問題場面に生徒の実態を踏まえた身近な事例を用いる」「単元の導入で目指す姿を共有する」「授業終
末の児童の振り返りから次時の問い（めあて）を見いだす」「発見のある活動を仕組み柔軟な発想を引き出す」等が挙げ
られました。それらをより効果的に実現するために、同僚と模擬授業を行う等、子どもの視点で思考を想定し、可能な
限り子どもに寄り添った授業展開を目指すことが重要であることが共有できました。 
（教育/授業実践コース②）「対話的な学びの実現に向けて」というテーマで、小学校算数・中学校国語・高等学校理科
の立場から、それぞれの教科における対話について提案した後、フロアの方々を交えて「理想的な対話とは何か」「対話
を生み出すために教師は具体的に何をするべきか」について協議しました。自己内対話が最終目標であることや、どの
教科においても対話を生じさせるにはズレが必要であり、そのためには対話の根拠が何かを明らかにしたり、教科にお
ける見方・考え方を働かせたりすることが必要であるなど、学びの多い協議ができました。 
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